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●スポーツフェス2016　さまざまなスポーツを楽しめます。 10月10日（祝）開会式9時45分〜、15時まで　場松山下公園

　予行練習では1回も成功しなかったという巨大せんべいの焼き上げ。
　本番では巨大な焼き上げ網を慎重に焼き台へ運び、正確に時間を計りながら
号令係の掛け声で横回転や裏表を返すなど、1時間以上にわたり満遍なく焼き
上げました。
　今回の巨大せんべいは、これまでのギネス世界記録Ⓡである2.35㎡を上回る

最大のライスクラッカー

2.60㎡のもので、公式認定員による審査
の結果、見事ギネス世界記録Ⓡの更新が認
定されました。
　記録発表の瞬間、実行委員会の皆さんの
顔が緊張から一気に喜びに代わり、会場は
来場者からの盛大な拍手に包まれました。
　焼きあがったせんべいはみんなで味わ
い、記録達成を祝いました。認定の瞬間

広報　いんざい

　光堂は小倉（永治地区）にある国の重要文化財「宝珠院観音堂」の通称です。皆さんは
この光堂にまつわる「光堂の竜」という民話をご存じですか。物語によれば光堂には江
戸初期の彫刻師「左甚五郎」作の竜の尻尾があり、毎年稲穂が色づく秋になると、日光
から光堂まで竜が自分の尻尾に会いに来る。その証拠に竜が通ったように近くの田の

民話の舞台を訪ねて～光
ひかり

堂
ど う

の竜～

竜が通ったと伝わる光堂近くの秋の田園

印西に伝わる8つの民話が載っています

森の中にひっそりと佇む光堂

一部や厨子は色鮮やかな装飾が施されているとのこ
と。残念ながら扉が閉まっていて中を見ることはで
きませんでした。しかし、辺り一帯は静寂に包まれ、
1人佇んでいると、民話の世界にワープし、竜に会
えそうな気持ちになりました。
　結縁寺の「頼

より
政
まさ
塚
づか
とじごくそば」、師戸の「お鶴とこ

ま犬」、草深の「草
そうふけっぱら
深原の狐」など印西には他にも民

話が残っています。読書と行楽の秋、印西の民話集
を読み、その舞台を訪ねる遠足はいかがでしょうか。

稲穂はぐねぐねとなぎ倒されるのだとか。
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これが印西のせんべいだ！
ギネス世界記録Ⓡ町おこしニッポン

二人三脚で夢の舞台へ 9/1810/13

　夫婦で2020東京パラリンピック出場を目指し競技に打ち込む村上健二、清
さや

加
か

さんご夫婦。9月18日に市長を表敬訪問されました。
　清加さんは事故で右足を切断。その後、義足使用者を中心としたスポーツク
ラブ「ヘルスエンジェルス（現：スタートラインTOKYO）」への参加をきっかけ
として本格的に陸上競技を始めました。現在は、主に100mと走り幅跳び（T63
クラス）で東京パラリンピックを目指しています。「パラリンピックの代表が決
定するのは開催直前になると思いますが練習を重ね、代表の枠を勝ち取りたい」

左から清加さん、板倉市長、健二さん

　秋晴れの日、物語に誘われ、その舞台となった光堂に行っ
てみました。泉

せん
倉
ぞう
寺
じ
（和泉）の近く、車も入れない細い道を

歩いて行くと、スギとイチョウの大木に囲まれたお堂が現
れました。外観は茅葺屋根の簡素な建物ですが、内の柱の
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いんざいふるさとまつり笑顔が溢れた！

　10月13日、中央北第1駐車場（イオンモール千葉NT提携駐車場）で行われた、いんざいふるさと
まつり。開会式では人口10万人突破記念のくす玉が割られ、華々しく祭りが始まりました。
　この日は冬の到来を思わせるような肌寒い日。途中雨が降り出したにも関わらず、大勢の来場者
で会場は賑わいました。ステージでは和太鼓や印旛明誠高校吹奏楽部による演奏、地元印西音頭や
チアリーディング、ヒップホップダンスに華麗なフラダンス、クラシックバレエなども披露され、
会場を一層盛り上げていました。

と意気込みを語ってくれました。
　そんな清加さんを支えるのが、
夫の健二さん。コーチとして清加
さんを支えながら、氷上のF1と
いわれるボブスレーの選手として
2022年の北京冬季オリンピック
出場を目指しています。11月から
は日本代表選手としてヨーロッパ
カップへ遠征する予定です。「ヨー
ロッパカップやワールドカップで
ポイントを重ね、オリンピック出
場を勝ち取りたい」と今後の活躍
を誓いました。
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まちのできごと

ホットなニュースをご紹介
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